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　町内には安全で安心なおいしい
農産物を生産するため、日々努力
する農家の人が数多くいます。今
回は、熱帯地域や亜熱帯地方のイ
メージがある「パッションフルー
ツ」や「いちじく」などを生産し
ている果樹農家の萩

はぎわら
原 芳

よしろう
郎さんに

焦点をあてて発信します。

芦屋町でパッションフルーツ芦屋町でパッションフルーツ⁈⁈

　観賞用に鉢植えを買ってきたことがきっかけでした。その鉢植
えに果樹がいっぱいなるのが面白くて、所有している農地もあっ
たので、栽培してみようと思って始めました。栽培当初は、鹿児
島県でパッションフルーツを栽培している部会の部会長と連絡を
取り、挿し木をもらってきました。今はもらってきた木を育て、枝分かれして伸びすぎた箇所を剪

せんてい
定し

ています。その枝を使って、自分で挿し木を行い、毎年増やしています。霜に弱いため、ビニールハウ
スで栽培を行っています。

パッションフルーツの栽培を
はじめたきっかけは？

　花が咲く３月頃から一つ一つ手作業で花粉を雌しべの先に付ける人
工授粉を行っています。果実をきれいに色づかせるため、太陽の光が
当たるように葉の量を調整しています。
　完熟すると果実の色が赤紫に変わり、自ら落

ら っ か
果して収穫の時期を教

えてくれます。上に実ができたものから順に熟して、出荷時期を迎え
ます。落果すると、形が変形したり、傷がついて出荷できなくなるため、
落下防止として、果実のつるの付け根を洗濯ばさみではさみ、落ちないようにしています。また、虫よ
けのために、銀色のセロファンを一定間隔に設置しています。
　落果後に数日追熟させることで酸味が和らぎ、より甘みのある風味に変化するため、収穫後、数日寝
かせてから出荷しています。
　収穫は６月頃から７月頃までの約１カ月で行っています。全部で 6000 個程度実はなりますが、規格
外品などもあり、出荷できるのは 4000 個程度です。
　１個あたり 150 円ぐらいで販売しています。手間はかかりますが、自分のパッションフルーツを待っ
てくれている人がいるので継続して作っています。

～パッションフルーツができるまで～



　いちじくは福岡県で栽培され始めたころに興味を持ち、JA で苗を購
入して作り始めました。ハウス用の栽培をしており、「とよみつひめ」と「ビ
オレソリエス」の２つの品種を作っています。
　木の形はハウスの空間を有効活用するため、主幹から左右に 2 本の
太い主

し ゅ し
枝を水平に伸ばしています。伸びてきた枝が混み合うと日当たり

や風通しが悪くなり、病気の原因になるため、ハウス内に張ったパイプと紐で枝を真っ直ぐに固定し、
光が均等に当たるように配置しています。
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　「とよみつひめ」は、福岡県でのみ栽培されているいちじくです。完熟しても割れにくいのが特徴で、
果皮が赤紫色で、甘味が強く、酸味は控えめです。完熟したものはとろりとした口当たりで、いちじく特
有の甘味と香りが楽しめます。「とよみつひめ」という名前は、育成地の福岡県農業総合試験場豊前分場
の「豊（とよ）」に、甘い「蜜（みつ）」を合わせて付けられたといわれています。

　「ビオレソリエス」はフランスから導入した品種で、栽培が非常に難し
く収穫量が少ないことから「幻の黒いダイヤ」とも呼ばれる品種です。一
般的ないちじくよりも少し小ぶりで、扁

へんぺい
平な形をしており、口は熟しても

裂けにくく、小さく締まっています。黒いちじくと呼ばれるように表皮は
全体が黒紫色です。この品種は外観の色だけでなく、果肉の糖度の高さや、
ねっとりとした触感にも特徴があります。切ると中の白い部分は薄めで、
赤い部分が多くを占めています。

　JA 北 九 遠 賀・ 中 間 支 部 青 年 部 で
YouTube チャンネルを開設して、農業の
周知・イメージアップに取り組んでいます。
　普段は当たり前のように食べている米や
野菜も、農家の皆さんが時間をかけて育て
てくれているものだということに気付かさ
れます。普段見ることのない農家の営みを
見てみてください。

担い手たちによる活動　ー YouTube チャンネルー担い手たちによる活動　ー YouTube チャンネルー

△ �JA 北九遠賀・
中間支部青年部
YouTube チャン
ネル（@ja4618）

△ �JA 北九 かっぱの里 若松店

△パッションフルーツ

　パッションフルーツは、つる性植物で、ブラジル南部が原産地
です。トロピカルフルーツの一つで、果実の中に小さくて硬い種
がたくさんあり、その周りに黄色いゼリー状の果肉があります。
果肉はさわやかで芳

ほうじゅん
醇な香りを持ち、濃厚な甘さとさわやかな酸

味が絶妙な果物です。
　生のまま種ごと食べたり、裏ごしして種を取り除いてジュース
にしたり、ジャムやゼリー、アイスクリーム、カクテルに用いた
りします。
　萩原さんのパッションフルーツは、JA 北九 かっぱの里 若松店
で販売しています。

パッションフルーツってどんな果物？

いちじくの栽培をはじめたきっかけは？

～「とよみつひめ」と「ビオレソリエス」～

△ビオレソリエス

△とよみつひめ



台風から身を守ろう
▷問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

　台風が接近する場合や風の向きにより、高潮が発生すると短時間のうちに急激に潮位が上昇し、
さらに満潮時刻と重なると、普段は波が来ないようなところまで波が押し寄せることがあります。
　また、高波が加わるとさらに浸水の危険が増します。
　台風が接近すると、暴風、激しい雨、波しぶきで避難所へ移動することが困難になるため、台風情
報や高潮警報を確認し、安全に行動できるうちに安全な場所に避難することが大切です。
　警戒レベル３「高齢者等避難」やレベル４「避難指示」が発令された場合は、速やかに避難してください。

　高潮被害と避難のタイミング　

　台風に関する豆知識　～高潮はなぜ起きるの？～　
①気圧低下による吸い上げ
�　台風や低気圧の中心付近は気圧が低く、その部
分の空気が海面を吸い上げるように作用するため、
海面が上昇します。
　気圧が１ヘクトパスカル低くなると、海面は約
１㎝上昇します。

△気象庁ホームページより（一部加工して作成）

①
②

②風による吹き寄せ
�　台風などによる強風が沖から海岸に向かって吹
くと、海水が海岸に吹き寄せられ、海面が上昇し
ます。
　また、台風の接近に伴う風で大きな波も発生し
て、海面がさらに高くなります。

●台風接近前日まで
　・�芦屋町総合防災マップで洪水・高潮などの
危険箇所を確認する。

　・�飛散するおそれのあるものの固定や収納、
側溝や排水口の清掃を行う。

　・家族との連絡方法を確認する。
　・�雨戸を下ろす、飲料水や生活用水、非常用
食料などを準備する。

　・�停電に備え、戸別受信機の電池交換や懐中
電灯の準備をする（停電情報は下の「九州
停電情報提供アプリ」から入手できます）。

●台風最接近（当日）
　・不要不急の外出は避ける。
　・�海や川などの危険な場所には近づかない。
　・田畑や用水路の様子を見に行かない。
　・屋外、特に高い所の作業は行わない。
　・�台風が過ぎ去るまで安全な場所で過ごす。
　
※�避難情報や避難所開設の情報は、町ホームペ
ージ、戸別受信機やYahoo！防災速報アプリ
などでお知らせします。

台風への備えと接近時の注意　

△ �Yahoo！防災速報アプリダ
ウンロードはこちらから
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地域おこし協力隊とは？
　人口減少や高齢化などが進む地方で、地域外の人を受け入
れ、地域協力活動を行ってもらい、その地域への定住・定着
を図ることで、地域力の維持・強化を図っていくことを目的
とした制度です。

▷問い合わせ　シティプロモーション係（２２３‐３５７１）

　得意のマンガを活かして芦屋
町の魅力を発信できたらと思
い、歴史や文化を中心に制作し
てきました。町外から来た私に
は、知らなかった芦屋町の魅力
がたくさんあり、調べてマンガ
に描くことがとても楽しかった
です。振り返るとかなりの枚数
を描いていました。
　今年の夏には芦屋歴史の里で

「マンガで学ぶ芦屋の歴史パネ
ル展」でマンガを展示してもら
えて、とてもうれしかったです。
９月 16 日（水）からギャラリ
ーあしやで開催の「あしやまち
まんが展」では、歴史の里で展
示していない、日常やイベント
のレポート、毎年夏に描いてい
た芦屋にまつわる怖い話、あし
やまちまんがの描き方など楽し
んでもらえそうなものを展示す
る予定です。入場は無料なので
おさんぽのついでにフラっと寄
ってもらえるとうれしいです。
　芦屋町でマンガを描かせても
らい、勉強になり私の成長にも
つながりました。町のみなさん
にはいろいろなところで助けて
いただき、感謝しています。あ
りがとうございました。６号の
活動報告に足を運んでいただけ
ますと幸いです。

脇
わ き た

田　彩
あ ゆ み

友美（6 号）
福岡県糟屋郡出身の芦屋町地域おこし協力隊 6 号。
着任時は「３年は長いな」と思っていたのに、もう３年経とうとしています。もうすぐ私は地域おこし協力
隊を卒業します。
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ま ち の わ だ い
　あなたの周りで起きた出来事や楽しい
話題、イベントなどの身近な情報をお待
ちしています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

無病息災を祈り、町内を練り歩きます無病息災を祈り、町内を練り歩きます

　７月 11 日、12 日は、35℃を超える猛暑の中、人々の無病息災・
家内安全などを願い、芦屋祇園山笠と山鹿祇園山笠の山

だ し
車が太鼓や

鐘の音を響かせながら、町内を練り歩きました。祇園山笠は、大正
時代から続く芦屋町の伝統行事です。沿道からの声援を受け、こど
もも大人も、暑さに負けず、山車をひいていました。また、夜には
電飾山笠が商店街をかきまわり、商売繁盛を祈願していました。

� ７月 11日、12 日　祇園山笠　

プロレス一筋30年のボビナム（ベトナム武道）マスタープロレス一筋30年のボビナム（ベトナム武道）マスター
� ７月６日　芦屋町出身プロレスラーが表敬訪問　
　芦屋町出身のプロレスラー富

ふ ご ふ ご
豪２夢

ゆ め じ
路（本名：藤崎 忠博）さんが、

デビュー 30 周年を記念して貝掛町長を表敬訪問しました。富豪２夢路
さんは、平成８年にデビューし、24 カ国、全都道府県でリングにあが
りました。「自分の才能を九州、全国、世界へどう広められるかを考え
ていた。芦屋町から世界に行けるのを証明した。芦屋町のこどもたちに
も世界で活躍してほしい」と話していました。

� ７月 5日　山鹿公民館講座　砂像づくり体験　
初めての砂像づくり！初めての砂像づくり！

　山鹿公民館で砂像づくり体験が行われました。講師は、
芦屋町砂像連盟の藤村 高志さん。参加者は各自好きなキ
ャラクターなどを彫りました。ストローを使って息を吹き
かけながら砂を飛ばすなど、細かい部分までこだわってい
ました。初めて砂像を彫った参加者は「立体でイメージす
るのが難しかった」と話していました。
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災害時に命を守るために災害時に命を守るために

　町民会館で災害ボランティア養成講座が行われました。災害時に命
を守るため、日頃の備えや自助・共助の大切さを講話を通じて学びま
した。ハザードマップで自分の住んでいる地域の特性を知り、早めに
安全な場所に避難することが重要です。参加者は避難所を作るカード
ゲームを通じて避難者目線で支えあいの大切さを学びました。

� ７月 11日　災害ボランティア養成講座　

�７月 25日　芦屋町図書館　こども図書館員　
図書館員ってどんなお仕事？図書館員ってどんなお仕事？

　夏休みを利用して図書館の仕事を体験する「こ
ども図書館員」に、町内小中学生 6 人がチャレ
ンジしました。透明なフィルムで本をコーティン
グする装備を行った後、３グループに分かれてカ
ウンター業務、返却本の配架などを体験しました。
参加者は「本の装備は、フィルムと本がずれて難
しかったけど、完成したらうれしかった。カウン
ター業務は、貸出と返却があって大変だったけど
楽しかった」と話していました。

夜空に大輪の花が咲き乱れました夜空に大輪の花が咲き乱れました

　大正時代から続く伝統的な花火大会が開催さ
れ、約 5000 発の花火が打ち上げられました。
花火が打ちあがり、夏の夜空を彩り始めると、
見る人の顔には笑顔の花が咲いていました。会
場には屋台が多く連なり、たくさんの人でにぎわ
っていました。

� 7 月 25日　あしや花火大会　
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ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

乳
幼
児
聴
覚
支
援
セ
ン

タ
ー
（
福
岡
市
博
多
区
）

（
☎
〈
０
９
２
〉
４
０
２

‐
２
６
７
３
）
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス（
☎〈
０
９
２
〉

４
１
５
‐
３
１
２
６
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の
ミ
ニ
し
ご
と

合
同
説
明
会

　

シ
ニ
ア
の
再
就
職
支
援
を
後
押
し
す
る
説

明
会
で
す
。
シ
ニ
ア
を
求
人
し
て
い
る
企
業・

事
業
所
（
６
社
程
度
）

が
参
加
し
、
担
当
者

が
求
人
内
容
を
詳
し

く
説
明
し
ま
す
。
ま

た
、
就
業
支
援
団
体

（
北
九
州
市
高
年
齢
者

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
）

も
参
加
し
、
就
職
活

動
に
関
し
て
の
相
談

が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ミ
ニ
し
ご
と
合
同
説
明

会
に
参
加
す
る
人
は
、
福
岡
県
生
涯
現
役
チ

ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

当
日
、
会
場
で
登
録
の
手
続
き
が
可
能
で
す
。

▽
と
き　
９
月
８
日
火

●�

１
回
目　
午
前
11
時
20
分（
午
前
11
時
か
ら

受
け
付
け
）
～
午
後
１
時

●�

２
回
目　
午
後
１
時
50
分（
午
後
１
時
30
分

か
ら
受
け
付
け
）
～
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
ウ
ェ
ル
と
ば
た
２
階

　
（
戸
畑
区
汐
井
町
）

▽�

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人（
履
歴
書

不
要
）

▽
定
員　
各
回
40
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

▽
申
込
期
間　
９
月
１
日
火
か
ら

　
（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン

ジ
セ
ン
タ
ー
北
九
州
オ
フ
ィ
ス
（
☎
５
１

３
‐
８
１
８
８
）
へ

みんなの
ひろば

ホームページメールアドレス
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７月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人233
人71死亡

人2
人10

令和８年 7月末日現在 令和７年 7月末日現在

人　口

男　性6,057

女　性6,407

世帯数6,475

人

人 6,191

6,510

6,525 世帯

人

人

世帯

12,464 人 12,701 人

　 スナックふたり
　  川

かわかみ
上 弘美　著

　  中 央 公 論 新 社

　司と逸子がふたりで
営むスナックには夜な
夜な、さまざまな客が
訪れる。ときには、こ
の世ならざるものも…
…。ちょっと不思議で
しみじみ沁みる、大人
のための物語。

●
浜は

ま
ゆ
う

木
綿
俳
句
会

月
涼
し
遠
く
列
車
の
行
く
音
も

�

野
口 

加
津
美

ジ
オ
ラ
マ
の
幟の

ぼ
り

は
た
め
く
海か

い
な
ん
ぷ
う

南
風

�

小
川 

雪
野

半は
ん
げ
あ
め

夏
雨
ひ
と
り
の
庭
の
時
ゆ
る
ぶ

�

吉
住 

利り

え枝

植
ゑ
し
田
の
そ
の
夜よ

は
月
に
癒
や
さ
る
る

�

池
田 

幸ゆ
き
と
し利

●
水
茎
短
歌
会

園
児
等
の
背
ほ
ど
に
伸
び
た
る
玉
ね
ぎ
を

掘
る
子
の
帽
子
汗
に
じ
み
お
り

�

宮
﨑 

佐さ

よ

こ
代
子

鉄
橋
に
か
か
り
て
の
ぞ
む
多た

た
ら
が
わ

々
良
川

往い

き
は
干
潮
還か

え

り
は
満
ち
た
り

�

村
上 

一
惠

主
な
き
隣
の
庭
に
あ
ま
た
咲
く

友
の
自
慢
の
極ご

く
ら
く
ち
ょ
う
ば

楽
鳥
花

�

田
中 

勢せ

つ

こ
津
子

ラ
ジ
オ
よ
り
聞
こ
え
る
曲
は「
夏
は
き
ぬ
」

風
呂
場
洗
い
つ
共
に
歌
い
ぬ

�

後
藤 

征ゆ
き
こ子

俳
句
・
短
歌

■休館日　�７日月、14日月、17日木、24日木、
28日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前 10 時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん
通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ９月

新 着 図 書

注目の一冊

　毎年９月 20 日～ 26 日は動物愛護週間。今年の
テーマは「動物愛護週間 100 年～人と動物との適
正なかかわり方について～」です。日本で初めての
動物愛護週間の催しが行われてから今年で 100 年
を迎えます。家族であるペットの他にも、私たちの
まわりにはさまざまな動物が生きています。動物に
親しみを持てるような絵本や、自然のなかに生きる
動物の生態を書いた本などを集めていますので、図
書館で手に取ってみてください。

大切な家族で大好きな友だち

【一般書】
小石川養生所青春譜 砂

すなはら
原 浩太朗� 著

ミサゴの守る町 砥上 裕將� 著
能面検事の挫折 中山 七

し ち り
里� 著

楽園 夕
ゆ う き

木 春
は る お

央� 著

【児童書】
星
せい

の台所 落合 由佳� 作
タイパわるいのダメですか？ 松

まつもと
素 めぐり� 作

とけいのはりやすみ 村上 しいこ� 作
洞窟のなかの女王 ジュリア・サルダ�作
ぽんたと　なっちゃん ひろた だいさく�作

　

福岡県出身の小説家、砥
と が み

上 裕
ひろまさ

將さんを講師に迎え、
「砥上裕將　線と文の世界」というタイトルで話をお
聞きします。講演後にサイン会も行います。△ �

とき　９月 27 日日・午後２時から△ �

ところ　中央公民館２階△ �

定員　80 人（事前申し込み先着順）△ �

申込受付　８月４日火から、図書館カウンター、電
話またはファクス（☎２２３- ３１００）で受け付け

砥上 裕將さん講演会

とき 出演・催し
２日水 赤ちゃんおはなし会たっち
13 日日 にじの会
27 日日 にじの会

※時間はいずれも午前 11 時から△

ところ　おはなしのへや

定 例 お は な し 会
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　平成 27 年から始まったサロンは、現在 22 地区で行われています（正津ヶ浜区、江川台区、浦区は休止中）。

　サロン活動は住み慣れた地区でいつまでも元気に生活を送ることを目的とし、参加者同士の交流の場
になっています。また、住んでいる地区でサロンが行われていないけれど、参加したい人には近隣のサ
ロンを紹介します。気軽に参加して楽しんでみませんか。

　令和８年 10月に地域交流サロンに参加していない人もサロンを体験できるような交流会の開催を予定
しています。詳細は広報あしや 10月号に掲載します。

地域交流サロン

地域交流サロンを紹介します
地区名 サロン名 とき ところ 活動内容

粟
あ わ や

屋 サロンあわや 第２月または第３月
10：00 ～ 12：00 粟屋区公民館 体操、茶話、合唱、ボッチャ

大
だいじょう

城 サロンさくら 毎週水
13：15 ～ 16：00 大城区公民館 体操、茶話、忘年会、新年会、花見

浜
はまぐちまち

口町 サロンはまぐち 第２・４木
13：00 ～ 15：00 浜口区公民館

血圧測定、体操、卓球バレー、筋トレ、
グラウンドゴルフ、砂像展・資料館見学、
出前講座

東
ひがしまち

町 東町シニア健康クラブ 毎週火
13：00 ～ 15：00 東町区公民館 体操、筋トレ、ボッチャ、カラオケ、

風船バレー、花見

高
たかはままち

浜町 サロンたかはま 第３金
10：00 ～ 12：00 高浜町区公民館 体操、ダンス、トランプ、塗り絵、工作、

パズル、歌、ビンゴ、紙芝居

第三
緑ヶ丘 ふれあいサロン 第２日

９：30 ～ 13：00
第三緑ヶ丘区
集会所

血圧測定、座位体操、脳トレ、筋トレ、
茶話

正
せいもんまち

門町 正門町ふれあいサロン 第２月または第３月
10：00 ～ 12：00 正門町公民館 体操、卓球バレー、脳トレ、盆踊り、

餅つき、花見

第二
緑ヶ丘 サロンよつ葉 第２月

12：00 ～ 14：30
第二緑ヶ丘区
集会所

脳トレ、体操、花見、クリスマス会、
ひな祭り、誕生会、ボッチャ、花壇づくり、
楽器演奏

船
せんどうまち

頭町 船頭町愛のネットワーク
サロン

第１・３月
10：00 ～ 12：00 船頭町区公民館 体操、茶話

中
な か の は ま

ノ浜 中ノ浜サロン 月または日（不定期）
10：00 ～ 12：00 中ノ浜区公民館 ゲーム、スポーツ、講習会、茶話

金
か な や

屋 すみれ会 第３土
13：00 ～ 15：00 金屋区公民館 体操、脳トレ、七夕、クリスマス会、

花見

市
い ち ば

場 レジェンドサロン・ド・
市場

第１日
12：00 ～ 14：00 市場区公民館 体操、血圧測定、茶話、観桜会、

忘年会

▽問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３‐３５８１）

◆元町区（元町いきいきサロン）の活動紹介
（令和８年４月開始）

　サロンでは、参加者全員で体操を行ったり、町が依頼
する出張介護予防教室の音楽の講話を開催しています。
講座で学んだ体操を休憩時間に参加者同士で振り返るな
ど、楽しみながら健康維持につなげています。
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地域交流サロンを紹介します
地区名 サロン名 とき ところ 活動内容

浜
はまさき

崎 フレッシュサロンみさき 第３水
10：00 ～ 12：00 浜崎区公民館 血圧測定、茶話、出前講座、紙芝居、

本の読み聞かせ、ゲーム

幸
さいわいまち

町 サロン幸い 第２土
11：00 ～ 13：00

幸町区公民館
幸町公園

グラウンドゴルフ、体操、筋トレ、
脳トレ

白
しらはままち

浜町 サロン白浜

第３水
10：00 ～ 12：00
毎週土
13：00 ～ 15：00

白浜町区公民館
白浜周辺

血圧測定、体操、脳トレ、茶話、
砂像展見学、クリスマス会、
餅つき大会、花見

雁
が ん ぎ

木 サロン・ド・ガンギ 毎週月
10：00 ～ 12：00 雁木区公民館 体操、血圧測定、茶話

三
さ ん げ ん や

軒屋 三軒サロン 毎週木、第４月
10：00 ～ 12：00 三軒屋区公民館 血圧測定、体操、座談会、

楽器演奏会、出前講座

浦
うら

浦安サロン 休止中

柏
かしばら

原 オレンジカフェ柏原 第１・３火
10：00 ～ 15：00 柏原区公民館

料理、茶話、カラオケ、ビンゴ、
五入れ、敬老会、クリスマス会、
花見

正
しょうづがはま

津ヶ浜 サロン・ド・はまゆう 休止中

はまゆう サロン華 第２水
13：00 ～ 15：00 はまゆう区公民館 血圧測定、体操、茶話、脳トレ、

散歩、出前講座

大
おおきみ

君 大君会 第２・４木
10：00 ～ 12：00 大君区公民館

血圧測定、体操、茶話、新年会、
忘年会、花見、フレイル予防教室、
砂像展見学

江
え が わ だ い

川台 五
ご も く か い

目会 休止中

花
は な み ざ か

美坂 花
はなゆうゆう

悠遊 第４日
10：00 ～ 12：00 花美坂区公民館 ストレッチ、茶話、卓球、グラウン

ドゴルフ、散歩、カラオケ、花植え

元
もとまち

町 元町いきいきサロン 第１水
10：00 ～ 12：00 元町区公民館 体操、茶話

地域交流サロンとは
主な活動内容 効　果 参加するには 自分の自治区で始めるには
　体操、茶話、
カ ラ オ ケ、 卓
球 バ レ ー、 グ
ラ ウ ン ド ゴ ル
フ な ど が 行 わ
れています。

○�仲間づくりや生きがいづくりに
なります（生活の質の向上）。

○�閉じこもり防止になり、無理な
く体を動かせます（介護予防、
健康増進）。

○�外出することで、身だしなみに
気を配るようになります（認知
症予防）。

　サロンに参加
している人、ま
たは高齢者支援
係に問い合わせ
てください。

　町と社会福祉協議会では
サロンの立ち上げや運営の
支援、助成を行っています。

参加してみませんか
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あしや

健
幸な町がんは身近な病気

見つかるかどうかは、
１～２年の差です

　例えば乳がんの場合、１つの細胞が１センチメートルのがんになるまでは 10 ～ 20 年かかります。
ところが、１センチメートルのがんが２センチメートルになるのに必要な期間は、１～２年と言われて
います。
　検診を１～２年ごとに受ける必要があるのはこのためです。

がんの進行イメージ

　がんは、日本人の２人に１人がかかると言われる身近な病気です。
　しかし初期のがんは、自覚症状がほとんどありません。
　症状が出たときには、手遅れになることもあります。命を守れるのは、症状が出
る前の “今” です。
　「もっと早く受けていれば…」と後悔しないために、年に１回のがん検診で、健康
を確認しましょう。

２人に１人が

がん

全部の検診を受けても年に１回、半日で終わります。
年に１回、半日だけ、自分の健康のために時間を使ってみませんか？

▽ �問い合わせ　健康づくり係（☎２２３‐３５３３）

早期発見のタイミング！
治癒率が高まります

↑がん細胞が
   急激に増殖

↑がん細胞の発生 ↑１cm ↑２cm

１～２年10 ～ 20 年

徐々に治療が難しくなり、
体への負担も大きくなります

自覚症状がない
ここでがん検診
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　「性はグラデーション」といわれるように、社
会には、一般的に認識されている男性、女性と
いう 2つの性にあてはまらない人がいます。
　社会的には少数となるそうした人たちのこと
を、性的少数者（LGBTQ+）といいます。
　性的指向（どの性を好きになるか）や性自認
（自分の性をどのように認識しているか）が多数
派とは異なる人たちは、性的少数者と呼ばれて
います。
　しかし、社会の中にはまだ誤解や偏見が残っ
ており、心ない言葉やからかい、無理解によっ
て傷ついている人がいます。学校や職場、地域
など身近な場所で、自分らしく安心して生活で
きない状況は、決してあってはなりません。性
的少数者も私たちと同じ地域社会の一員であり、
誰もが尊重され、安心して暮らせる社会づくり
が大切です。
　偏見や差別をなくすためには、正しい理解を
深めることが大切です。性の在り方は人それぞ
れであり、「自分とは違う」という理由で否定し
たり、面白半分に話題にしたりすることは、そ
の人の尊厳を傷つけることにつながります。ま
た、本人の了承なく性の在り方を他人に伝える
ことも、重大な人権侵害となる場合があります。
　私たち一人一人が、多様な性の在り方を理解
し、相手の気持ちに寄り添うことが、偏見や差
別のない社会につながります。「もしかしたら身
近にもいるかもしれない」という意識を持ち、
誰もが自分らしく生きられる地域づくりを進め
ていきましょう。
　互いの違いを認め合い、尊重し合うことが、
人権を大切にする社会への第一歩です。
　全ての人が偏見や差別をなくし、安心して暮
らせるまちをつくっていきましょう。

差別をなくすために  第 495 号

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）

受けてますか？がん検診。
町の補助を活用して
お得に受けましょう♪

　性的少数者 (LGBTQ+) への理解を
深め、偏見や差別をなくしましょう

■こんな人こそ受診してください！
� 症状がないから受けなくていいと
　　  思う

健康には自信がある
忙しくて後回しにしている
「まだ大丈夫」と思っている
前回の検診から１年以上たっている

　年に１回の検診で、数万円の検査費用
を抑えられます。町の助成を利用して、
お得に検診を受診しましょう。

実施医療機関
◆芦屋中央病院
※�詳しくは、今月号の折り

込みチラシ「芦屋町から
け
・ ・ ・ ・

んしんのご案内」を見
てください。

予約方法
◆電話予約
☎２２２- ２９３２

（受付時間：10 時～ 16 時）

◆ WEB 予約
（24 時間受付中）

予約フォーム

令和８年度　
がん検診予約申込受付中！
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９月は世界アルツハイマー月間です
～誰もが安心して暮らせる地域を目指して～

　 　 ▽問い合わせ　地域包括支援センター（福祉課内）　（☎２２３‐３５８１）

　世界アルツハイマー月間に合わせて、
認知症の支援を紹介します。

もしもの時に備える「見守りサポート」　
家族の負担を減らし、安心・安全を守るための助成制度などがあります。

●認知症高齢者等見守りシール交付
　アイロンで衣類に貼れ
るシールを交付します。

●�はいかい高齢者等ＳＯＳネット
ワークシステム登録

　折尾警察署や遠賀郡４町・中間市の関係
機関などが連携し、行方不明になった人を
速やかに保護します。

●ＧＰＳ端末機等導入費用助成
　ＧＰＳ端末機やスマートタグの購入、
レンタルに要する費用を助成します。

　▷助成額　　上限１万円

GPS 端末機等導入
費用助成事業

令和８年度
開始！！

�　認知症は、さまざまな脳の病気によって記憶力や判断力などが低下
して、日常生活に支障が出ている状態をいいます。単なる「加齢によ
る物忘れ」と区別がつきにくく、発見が遅れてしまうことがあります。

これって単なる物忘れ？それとも認知症？　

認知症支援

　早期発見は、症状の進行を遅らせることや、必要な介護サービスを利用するため
の第一歩です。自分自身や家族のことで少しでも不安を感じたら、すぐに相談して
ください。
・身近な相談先：かかりつけ医、地域包括支援センター
・専門的な支援：認知症初期集中支援チーム、若年性認知症サポートセンター（福岡県）

「もしかして…」と思ったら、一人で悩まず相談を　

地域の温かい目になりませんか？「認知症サポーター養成講座」　

　特別な活動をする必要はなく、正しい知識を持って「自分のできる範囲で見守
る」のが認知症サポーターの役割です。あなたのちょっとした気遣いが、認知症
の人やその家族の大きな支えになります。
　受講を希望する人は、町の出前講座を利用してください。
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が
ま
ん
も
必
要
？

こ
ど
も
の
成
長
に
必
要
な「
忍
耐
力
」

　　

子
育
て
を
し
て
い
る
と
「
う
ち
の
子

は
、
す
ぐ
に
諦
め
て
し
ま
う
」、「
思
い

ど
お
り
に
な
ら
な
い
と
、
す
ぐ
に
投
げ

出
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
よ
う
な
悩
み

を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
中
で
大
切

な
力
の
一
つ
に
「
忍
耐
力
」
が
あ
り
ま

す
。
困
難
な
状
況
で
も
諦
め
ず
、
目
標

に
向
か
っ
て
粘
り
強
く
取
り
組
む
力
の

こ
と
で
す
。
こ
の
力
は
生
ま
れ
持
っ
た

性
格
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
家
庭
で
で
き
る
忍
耐

力
を
育
む
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

①
感
情
を
受
け
止
め
る　
「
忍
耐
」
と

聞
く
と
、
こ
ど
も
の
感
情
を
抑
え
る
と

い
っ
た
印
象
を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
の
感
情
と
の
向
き
合
い
方
を
学
び
、

感
情
的
に
落
ち
着
く
方
法
を
身
に
付
け

さ
せ
る
に
は
、
ま
ず
身
近
な
大
人
に
感

情
を
受
け
止
め
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

で
す
。
ほ
か
に
も
、
絵
本
を
読
み
な
が

ら
登
場
人
物
の
感
情
に
つ
い
て
想
像
さ

せ
た
り
、
親
子
で
話
し
合
っ
た
り
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
感
情
に
対
し
て
の
理

解
が
深
ま
り
、
自
分
の
感
情
と
う
ま
く

付
き
合
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る　
忍
耐

力
を
つ
か
さ
ど
る
脳
の
部
分
は
、
思
い
や

り
を
持
つ
こ
と
で
活
性
化
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
手
伝
い
を
し
た
と
き
や
、

人
の
た
め
に
何
か
を
し
た
と
き
に
感
謝

を
さ
れ
て
い
る
こ
ど
も
は
、
人
の
役
に
立

つ
喜
び
を
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
心
が
、

約
束
を
守
っ
た
り
我
慢
し
た
り
す
る
た

め
の
土
台
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

③
ル
ー
ル
や
条
件
の
あ
る
ゲ
ー
ム
を

す
る　
た
と
え
ば
「
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」

や
「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」
で
は
自
分
の
順

番
が
来
る
ま
で
は
、
待
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
だ
る
ま
さ
ん
が
転

ん
だ
」
の
よ
う
に
、
自
分
の
動
き
を
止

め
る
と
い
っ
た
遊
び
も
ル
ー
ル
に
基
づ

い
て
自
分
の
行
動
を
制
約
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
遊
び
の
中
で
ル
ー
ル
を

守
る
と
い
う
こ
と
も
、
自
然
と
忍
耐
力

を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
忍
耐
力
は
、
短
期
間
で
身
に
付
く
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
小
さ
な
成
功

体
験
の
積
み
重
ね
と
、
家
族
の
温
か
い
励

ま
し
が
、
こ
ど
も
の
「
や
れ
ば
で
き
る
」

と
い
う
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。
家
庭
で

の
何
気
な
い
関
わ
り
が
、
将
来
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
に
立
ち
向
か
う
力
を
育
む
、
大
切

な
土
台
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
ど
も
た
ち
の
社
会
性
や
思
い
や
り
の

心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、「
り
ー
ど
ぼ

ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
町
内
の
小
学
１
～
６
年
生

22
人
が
参
加
し
、
６
月
13
日
に
活
動
結

成
式
・
保
護
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
こ
ど
も
た

ち
は
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、

自
己
紹
介
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
活
動
へ
の

期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

　

７
月
22
日
の
研
修
会
で
は
、
北
九
州

モ
ノ
レ
ー
ル
車
両
整
備
工
場
を
見
学
し

ま
し
た
。
環
境
に
優
し
い
乗
り
物
で
あ

る
モ
ノ
レ
ー
ル
の
仕
組
み
や
、
安
全
運

行
を
支
え
る
整
備
の
仕
事
に
つ
い
て
学

び
、
こ
ど
も
た
ち
は
興
味
深
く
見
学
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
全
7
回
の
活
動
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
重
ね
な

が
ら
、
2
月
の
活
動
報
告
会
に
向
け
て
成

長
し
て
い
く
キ
ッ
ズ
た
ち
を
、
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ
大
集
合
！

今
年
も
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

▽�

問
い
合
わ
せ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

り
ー
ど
通
信
№
62

▽ �問い合わせ　社会教育係 
（☎２２３‐３５４６）

すくすく育て
あしやっ子

NO.200

△結成式の様子

△モノレール工場見学の様子
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問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223‐3677図 書 館
☎ 222‐1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223‐0881 ㈹

☎ 222‐2931芦屋中央病院
☎ 223‐0731町民会館 ☎ 222‐1981芦屋東公民館

☎ 223‐1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222‐2555
芦屋釜の里 ☎ 223‐5881

☎ 222‐0181総合体育館

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

福
岡
県
産
の
ノ
リ
と
芦
屋
の
食
材
を

使
っ
た
調
理
実
習

を
行
い
ま
す
。
年

齢
、
性
別
関
係
な
く

誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン

ス
に
配
慮
し
た
健
康
な
食
生
活
と
一
緒

に
、
芦
屋
の
食
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

▽�
と
き　

９
月
15
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

定
員　
12
人

▽�

参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　
９
月
８

日
火
ま
で
に
、
２
次

元
コ
ー
ド
か
ら
。
ま

た
は
健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

は
月
に
１
回
、
全

５
回
コ
ー
ス
の
講

座
で
す
。
第
１
回

は
運
動
不
足
の
解

消
や
筋
力
ア
ッ
プ

に
、
家
で
で
き
る
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
簡
単
な
運
動
）
を
行
い
ま
す
。
健

康
に
つ
い
て
み
ん
な
で
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　
９
月
29
日
火
・
午
前
10
時
（
９

時
45
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装

▽�

申
し
込
み　
９
月
24

日
木
ま
で
に
2
次

元
コ
ー
ド
か
ら
。
ま

た
は
健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

ゲ
ン
キ
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー

教
室
（
後
期
）

　

自
分
自
身
の
運
動

を
行
い
な
が
ら
、
自

治
区
公
民
館
体
操
や

地
域
交
流
サ
ロ
ン
な

ど
で
活
か
せ
る
運
動

や
脳
ト
レ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
学
び
ま
す
。

　

他
の
地
区
の
人
と
も
交
流
で
き
て
、

楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
。
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
９
月
25
日
金
、
10
月
27
日
火
、

11
月
27
日
金
、
12
月
24
日
木
、

　
令
和
９
年
１
月
28
日
木
、

　

�

２
月
16
日
火
（
全
６
回
）・
午
前
10

時
（
９
時
40
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

11
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ア
ッ
プ

体
操
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

実
技

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
人

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

参
加
特
典　
後
期
６
回
中
３
回
以
上

参
加
し
た
人
へ
サ
ポ
ー
タ
ー
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

※�

令
和
７
年
度
ま
た
は
８
年
度
前
期
に

配
付
し
た
人
は
対
象
外

▽�

定
員　
40
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着

順
）

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
の
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
動
き

や
す
い
服
装
と
靴
（
ス
ニ
ー
カ
ー
な

ど
）

▽�

申
し
込
み　
８
月
24
日
月
～
９
月
11

日
金
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
ま
で
に
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

健
康
・
子
育
て

申し込みフォーム

申し込みフォーム
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た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前のこどもと保護者です。

●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

「出前たんぽぽ広場」についての
お知らせ

　 日頃からご利用いただきありがとうご
ざいます。公民館で実施していました「出
前たんぽぽ広場」は諸事情により休止さ
せていただきます。再開のときはお知ら
せします。

９月の日曜開館日　13 日・27 日

♥ぽんちゃんのにこにこ絵本

　 ▽ �とき　９月７日月・午前 11 時～ 11 時 30 分

♥絵本タイム

　 ▽ �とき　９月 18 日金・午前 11 時～
11 時 30 分

♥絵本ミュージカル（限定 15 組）

　 ▽ �とき　９月 30 日水・午前 11 時～ 11 時 30 分
　※９月 16 日水から予約開始

♥育児相談
　【たんぽぽ相談】
　　保健師・管理栄養士による相談
　 ▽�とき　９月９日水・午前 10 時～正午
　※持ってくるもの　母子健康手帳
　※町外の人も相談できます（予約不要）。

令和９年度私立幼稚園・認定こども園の新入園児募集

▼ �町内の私立幼稚園・認定こども園
①願書配布・受付開始日
　配布　９月１日火から
　受け付け　10 月１日木から
②対象
　�令和３年 4月 2日～令和７年４月 1日までに生ま
れた人
③入園見学会日程・参加予約・問い合わせ�
　�※参加には事前予約が必要です。
　■�認定こども園芦屋中央幼稚園　９月 15 日火・
午前 10時～ 11時 30分（☎２２２‐０３２７）

　■�愛生幼稚園　９月９日水・
　　午前 10時～ 11時 30分（☎２２３‐０３５８）

▼ �遠賀郡そのほかの町・中間市の
　私立幼稚園・認定こども園
　※�詳しくは、各園に直接問い合わせてください。

芦屋中央幼稚園　遊び風景愛生幼稚園　おたまじゃくしの観察

※認定こども園（保育所部分）の新入園児募集は
　時期が異なります。

遠
賀
町
認定こども園遠賀中央幼稚園☎２９３‐００９７

岡
垣
町

岡垣第一幼稚園 ☎２８２‐０２３５
認定こども園岡垣中央幼稚園☎２８２‐０２４７
認定こども園えびつ幼稚園 ☎２８２‐１１３５

水
巻
町

水巻聖母幼稚園 ☎２０１‐９５５９
認定こども園水巻幼稚園 ☎２０２‐０００１
認定こども園水巻中央幼稚園☎２０１‐０４１９

中
間
市

はぶ幼稚園 ☎２４５‐０５１９
明願寺幼稚園 ☎２４６‐１９９８
中間東幼稚園 ☎２４５‐０９６８
中間中央幼稚園 ☎２４４‐１５３０
緑ヶ丘第三幼稚園 ☎２４４‐２４８７
中間南幼稚園 ☎２４６‐１２５８

広報あしや　2026.9⑰ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



ハ
ロ
ー
B
a
b
y
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
の
教
室
で

す
。
子
育
て
の
こ
と
を
楽
し
く
勉
強
し

ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
９
月
６
日
日
・
午
前
９
時
30
分

（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を
迎

え
る
た
め
の
話
、風
呂
の
入
れ
か
た（
実

習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
の
話

▽�

対
象　
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽
参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　
９
月
３
日
木
ま
で
に
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
へ
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
７
）
へ

ぱ
く
ぱ
く
料
理
教
室

離
乳
食
・
幼
児
食
作
り
体
験

　

大
人
の
食
事
を
作
り
な
が
ら
、
こ
ど

も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
取
り
分
け
離
乳

食
・
幼
児
食
作
り
を
学
び
ま
す
。
託
児

が
あ
り
ま
す
の
で
、
マ
マ
・
パ
パ
た
ち

と
ゆ
っ
く
り
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

調
理
後
は
こ
ど
も
も
一
緒
に
楽
し
い
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
で
す
。

※�

１
歳
６
カ
月
未
満
用
の
離
乳
食
は
保

護
者
の
試
食
の
み
で
す
。

▽�

と
き　
９
月
11
日
金
・
午
前
９
時
15
分

（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
こ
ど
も
と
保
護
者

▽�

定
員　
８
組

▽�

参
加
費　
大
人
４
０
０
円
、
食
事
を

す
る
こ
ど
も
１
５
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　

９
月
４

日
金
ま
で
に
、
２
次

元
コ
ー
ド
か
ら
。
ま

た
は
、
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２

３
‐
３
５
７
７
）
へ

令
和
9
年
度

新
入
学
児
童
の
健
康
診
断

��

▽�

と
き　
10
月
29
日
木

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
町
総
合
体
育
館

▽�

受
付
時
間　
午
後
１
時
10
分
～
２
時
10
分

▽�

対
象　
令
和
２
年
４
月
２
日
～
令
和

３
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
上
履
き
、
母
子

健
康
手
帳
・
案
内
は
が
き
・
あ
し
や

す
く
す
く
フ
ァ
イ
ル

※�

保
護
者
同
伴
で
来
て
く
だ
さ
い
。
当
日
来

ら
れ
な
い
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

こ
ど
も
は
上
半
身
が
脱
ぎ
や
す
い
服

装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
、
入
学
予
定
校
の
教
師
と
面
談

が
あ
り
ま
す
。
あ
し
や
す
く
す
く
フ
ァ

イ
ル
に
は
、
こ
ど
も
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

や
学
校
に
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と
な
ど

を
記
入
し
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

案
内
は
が
き
は
８
月
中
旬
に
送
付
し

て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
場
合
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
７
）

物
価
高
対
応
福
岡
県
子
育
て

応
援
金
を
支
給
し
ま
す

　

物
価
高
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
０
歳

か
ら
高
校
生
年
代
ま
で
の
こ
ど
も
（
平

成
19
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
こ
ど
も
）
を
養

育
す
る
保
護
者
に
対
し
、
こ
ど
も
１
人

あ
た
り
１
万
円
の
「
物
価
高
対
応
福
岡

県
子
育
て
応
援
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

▽�

対
象　
国
の
「
物
価
高
対
応
子
育
て

応
援
手
当
」
を
受
給
し
た
福
岡
県
居

住
の
保
護
者
な
ど
。

▽��
申
請　
原
則
申
請
は
不
要
で
す
。
福

岡
県
か
ら
通
知
、
振
込
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、他
の
都
道
府
県
で
国
の
「
物

価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
」
を
受

給
し
、
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
県
外
か
ら

転
入
し
た
人
は
、
福
岡
県
子
育
て
応

援
金
特
設
サ
イ
ト

か
ら
申
請
が
必
要

で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
子
育
て
応
援
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
４
０
１
‐
１

６
８
５
）

敬
老
会

▽�

と
き　
９
月
12
日
土
・
午
前
10
時
（
９

時
か
ら
受
け
付
け
）
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
あ
し
や
夢
リ
ア
ホ
ー
ル

▽�

内
容　
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝

藤
永 

翠す
い
じ
ゅ珠（
中
西 

奈
津
子
）【
民
謡
】、

お
ぼ
ん
・
こ
ぼ
ん
【
漫
才
】

▽�

対
象　
昭
和
32
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
（
今
年
度
中
に
70
歳
以

上
に
な
る
人
）

※�

対
象
者
に
は
、
９
月
上
旬
に
招
待
は

が
き
を
送
り
ま
す
。
入
場
と
記
念
品

引
き
換
え
に
必
要
で
す
の
で
、
当
日

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽�

記
念
品　
芦
屋
町
商
工
会
商
品
券（
１

０
０
０
円
分
）

▽�

送
迎　
会
場
ま
で
の
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。
利
用
す
る
人
は
招
待
は

が
き
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

そ
の
他　
対
象
者
１
人
に
つ
き
介
添

者
１
人
ま
で
の
同
伴
も
可
能
で
す
。

※
介
添
者
の
記
念
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

子
育
て
・
福
祉

特設サイト

申し込みフォーム
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２
２
３
‐
３
５
３
6
）

敬
老
祝
金
を
給
付
し
ま
す

　

町
で
は
、
70
歳
、
77
歳
、
88
歳
に
な

る
人
に
敬
老
祝
金
（
芦
屋
町
商
工
会
商

品
券
）
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
給
付
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
９
月
上
旬
に
申
請
書

を
送
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
９
月
30
日
水
ま
で
に
対
象
者
本

人
か
家
族
、
ま
た
は
代
理
人
が
福
祉
課

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

①
申
請
す
る
人

の
本
人
確
認
書
類
（
官
公
庁
が
発
行
す

る
も
の
）
②
申
請
書
（
対
象
者
本
人
以

外
の
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
委
任
欄

に
対
象
者
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）

福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉
給
付
金

（
前
期
４
月
～
９
月
分
）

　

就
労
な
ど
で
、
午
後
５
時
以
降
、
月

に
５
回
以
上
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
を
対
象
に
交

通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
給
付
に

は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽��

給
付
額　
月
額
２
０
０
０
円

▽�

締
め
切
り　
９
月
25
日
金

▽�

申
し
込
み　
障
が
い
者
・
生
活
支
援

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）
へ

成
年
後
見
制
度
の
無
料
出
張
相
談

【
成
年
後
見
制
度
と
は
】　
認
知
症
や
知

的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
の
理
由
で

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
は
、
生
活
費
の

管
理
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
悪

質
な
訪
問
販
売
で
必
要
の
な
い
物
を
買

わ
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
が
出
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人

の
権
利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

【
無
料
出
張
相
談
】　
北
九
州
市
成
年
後

見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
（
社
会
福
祉

士
な
ど
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　

９
月
16
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

※�

１
人
１
時
間
以
内

▽�

と
こ
ろ　
岡
垣
町
役
場（
岡
垣
町
野
間
）

▽�

対
象　
芦
屋
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

と
そ
の
家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
９
月
１
日
火
か
ら
岡
垣

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

８
２
‐
１
２
１
１
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
芦
屋
町
→
岡
垣
町
→

遠
賀
町
の
順
で
出
張
相
談
が
行
わ
れ

ま
す
。
芦
屋
町
で
は
、
令
和
９
年
１
月

に
開
催
予
定
で
す
。
開
催
日
時
な
ど
は

広
報
あ
し
や
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
設
人
権
相
談

　

人
権
や
法
律
の
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

９
月
10
日
木
・
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

家
庭
、
相
続
、
登
記
、

戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

人
権
問
題
な
ど

▽�

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

▽�
相
談
料　
無
料

▽�
問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

９
月
３
日
木
＝
土ど

い肥 

孝た
か
あ
き明
相
談
員

◎�

９
月
17
日
木
＝
橋は
し
も
と本 

求も
と
む
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

芦
屋
町
食
生
活
改
善
推
進
会
の

準
会
員
を
募
集
し
ま
す

　
「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
生
活
を
中
心
と
し

た
健
康
づ
く
り
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
で
す
。
町
の
事
業
へ
の
協
力

や
自
己
学
習
を
通
じ
て
家
族
・
近
所
の

人
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
健
康
づ
く

り
の
輪
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
活
動
内
容
は
芦
屋
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

募
集
期
間　
随
時

▽�

対
象　
町
内
在
住
で
健
康
や
食
生
活

の
改
善
に
興
味
が
あ
る
人

※
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

▽�

申
し
込
み　
身
近
な
食
生
活
改
善
推

進
委
員
ま
た
は
、健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ
）

年齢 生 年 月 日 給付金額

70 歳 昭和 31 年４月２日
　～ 32 年４月１日 １万円

77 歳 昭和 24 年４月２日
　～ 25 年４月１日 ２万円

88 歳 昭和 13 年４月２日
　～ 14 年４月１日 ３万円

▲�令和８年９月１日時点で、１年以上継
続して芦屋町の住民基本台帳に記載さ
れている人が対象です。

相
談
・
募
集
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芦
屋
町
観
光
基
本
構
想
推
進

委
員
会
の
委
員
募
集

　
芦
屋
町
観
光
基
本
構
想
に
関
す
る
策

定
・
評
価
・
検
証
な
ど
の
審
議
を
行
う

た
め
、
芦
屋
町
観
光
基
本
構
想
推
進
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

募
集
人
数　
１
人

▽�

応
募
資
格　

8
月
25
日
火
現
在
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
人

●�

芦
屋
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
18
歳
以
上
の
人

●�

芦
屋
町
議
会
議
員
、
芦
屋
町
職
員
（
会

計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
）
で
な
い
人

●�

平
日
昼
間
の
会
議
（
約
2
時
間
、
年

1
回
程
度
）
に
参
加
で
き
る
人

※�

計
画
の
見
直
し
時
な
ど
必
要
に
応
じ

て
複
数
回
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

任
期　
令
和
８
年
12
月
１
日
～
令
和

10
年
11
月
30
日
（
2
年
間
）

▽�

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
直
接
持
参
、
郵
送
（
〒
８

０
７
‐
０
１
９
８
（
住
所
記
入
不
要
）

商
工
観
光
係
）、
フ

ァ
ク
ス
（
☎
２
２
３

‐
３
９
２
７
）
ま
た

は
メ
ー
ル
で
提
出

※�

提
出
さ
れ
た
申
込
書
に
よ
り
選
考
を

行
い
、
結
果
は
個
別
に
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※�

申
込
書
は
、
産
業
観
光
課
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

応
募
締
切　
9
月
17
日
木

▽�

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
２
）

人
権
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
出
演
者
募
集

　

今
年
で
28
回
目
と
な
る
芦
屋
町
人
権

ま
つ
り
。
多
く
の
人
に
人
権
を
身
近
な

も
の
と
し
て
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
個
人

お
よ
び
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▽�
と
き
　
12
月
12
日
土
・
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分
（
予
定
）

▽�

と
こ
ろ
　
あ
し
や
夢
リ
ア
ホ
ー
ル（
予
定
）

▽�

対
象
　「
人
権
」
を
身
近
な
も
の
と
し

て
感
じ
ら
れ
る
催
し
物（
演
劇・踊
り・

歌
・
演
奏
な
ど
）
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
町
内
の
個
人
・
団
体

※�

出
演
希
望
団
体
が
多
い
場
合
は
、
抽

選
と
し
ま
す
。

※�

出
演
時
間
な
ど
は
、
今
後
の
人
権
ま

つ
り
実
行
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
10
月
2
日
金
ま
で
に
社

会
教
育
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
６
）

へ
申
込
書
を
提
出

重
度
障
が
い
者
医
療
証
を

持
っ
て
い
る
人
へ

　

現
在
の
重
度
障
が
い
者
医
療
証
は
、

有
効
期
限
が
９
月
30
日
水
で
す
。
所
得

の
審
査
後
、
認
定
者
に
は
９
月
下
旬
に

新
し
い
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

10
月
か
ら
は
新
し
い
医
療
証
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
古
い
医
療
証
は
10
月
に

な
っ
て
か
ら
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
窓
口
で
の
切
り
替
え
の
手
続

き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽��

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
に

特
別
障
害
者
手
当
が
あ
り
ま
す

　

特
別
障
害
者
手
当
と
は
、
20
歳
以
上

の
人
で
著
し
く
重
度
の
障
が
い
の
た
め
、

日
常
生
活
で
、
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

在
宅
の
ほ
か
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や

有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人
も

対
象
で
す
。
ま
た
、
障
害
者
手
帳
を
所

持
し
て
い
な
く
て
も
、
医
師
の
診
断
書

な
ど
の
判
断
に
よ
り
、
対
象
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※�

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

×�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

×�

障
が
い
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人

×�

病
院
に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
る
人

▽�

申
請
に
必
要
な
も
の　
診
断
書
、
世

帯
全
員
の
住
民
票
（
本
籍
、
続
柄
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
も
の
）、
世
帯

全
員
の
所
得
証
明
書
、
本
人
名
義
の

通
帳
、
障
害
者
手
帳
（
所
持
し
て
い

る
場
合
）、
年
金
番
号
の
分
か
る
書
類

▽�

支
給
額　
月
額
３
万
４
５
０
円
（
令

和
８
年
４
月
改
定
）

※�

手
当
の
認
定
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

J
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
防
災
無
線
の

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す　

　
J
ア
ラ
ー
ト
を

活
用
し
た
全
国
一
斉

の
情
報
伝
達
訓
練
が

行
わ
れ
ま
す
。
訓
練

当
日
は
、
戸
別
受
信

機
や
防
災
行
政
無
線

に
よ
る
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

※�

実
際
の
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

8
月
26
日
水
・
午
前
11
時
、

予
備
日
9
月
９
日
水
・
午
前
11
時

▽�

放
送
内
容　
上
が
り
チ
ャ
イ
ム
音

　
「
こ
ち
ら
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
×
3
回
「
こ
ち
ら
は
芦
屋
町

で
す
」
下
り
の
チ
ャ
イ
ム
音

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

募
集

・
お
知
ら
せメールアドレス

広報あしや　2026.9 ⑳



秋の交通安全県民運動
９月21日月～ 30日水
　
　一人一人に交通ルールの遵守と正しい
交通マナーの実践を習慣付けるとともに、
交通事故防止の徹底を図るために、県下
一斉に交通安全運動が行われます。一人
一人が交通ルールや交通マナーを守るこ
との大切さを理解し、自分の命は自分で
守る意識を身につけましょう。

重点項目
●�歩行者の安全確保と反射材用品の着用
促進
●�夕暮れ時の早めのライト点灯と「なが
らスマホ」の根絶
●�自転車・特定小型原動機付自転車の交
通ルールの理解・遵守の徹底
●飲酒運転の撲滅

夜間は反射板の活用を！
　夕暮れ時や夜間に外
出するときは、反射材
用品や明るい服を着用
（装）しましょう。
　運転者は、夕暮れ時の
早めのライト点灯やハイ
ビームを効果的に活用し
ましょう。
▷問い合わせ　地域振興・交通係
　（☎２２３‐３５３９）

広
告

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの
受け取りや申請ができない人のために、次
の日程で休日窓口を開設します。
※�急きょ中止になる場合は、ホームページ

に掲載します。

▽ �とき　【休日窓口】９月 27 日日・午前８時 30 分～正午

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申請書貼付

写真（ない場合は、申請時に無料で撮影）、通知カード、
本人確認書類

　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人確認書類
　※�本人確認書類は、公的機関が発行した免許証などの顔

写真付きは１点、資格確認書などの顔写真がないもの
は２点必要です。

※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付けなどは行い

ません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マ イ ナ ン バ ー 休 日
窓 口 ホ ー ム ペ ー ジ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛行訓練を行
います。

【ジェット機】

▽ �とき　９月７日月、８日火、９日水の日没～午後９時ご
ろ（予備日＝ 10 日木、14 日月～ 17 日木、24 日木、
28 日月～ 30 日水）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合、翌日以降を予備日として実施します。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

広報あしや　2026.9㉑ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



第
24
回
芦
屋
海
岸
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
遠
賀
川
に
捨
て
ら
れ
た
小
さ
な
ご
み

が
雨
の
た
び
に
河
口
堰ぜ
き

に
集
ま
り
、
海

へ
流
れ
出
し
た
ご
み
は
海
岸
に
流
れ
着

い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ご
み
は
川

岸
や
海
岸
を
汚
す
だ
け
で
は
な
く
、
魚

や
動
物
な
ど
に
も
影
響
が
出
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
遠
賀
川
河
口
付
近
の
住
民

を
中
心
に
、
上
流
・
中
流
域
の
住
民
や

多
く
の
企
業
の
人
も
参
加
し
て
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
流
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
き
れ
い
な
海
辺
を
取
り
戻
し

ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　
9
月
27
日
日
・
午
前
10
時
～
正
午

※�

雨
天
時
は
、10
月
25
日
日
に
延
期
し
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
漁
協
柏
原
支
所
前

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
軍
手
・
水
分
補

給
の
飲
み
物
・
帽
子
な
ど

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

令
和
８
年
７
月
20
日
付
で
新
し
い
農

業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
（
敬
称
略
）

【
会
長
】　　
安
髙 

澄
夫

【
副
会
長
】　
入
江 

一
博

【
委
員
】　　
安
髙 

寿
倫
、
重
留 

瑠
璃
、  

               

木
原 

教
茂
、
中
野 

則
幸
、

　
　
　
　
　

�

重
岡 

清
麿
、
本
田 

勝
人

▽�

任
期　

７
月
20
日
～
令
和
11
年
７
月
19

日
▽�

問
い
合
わ
せ　
農
林
水
産
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
４
）

入
っ
て
安
心　
交
通
災
害
共
済

　

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
で
け

が
を
し
た
時
に
共
済
金
が
支
給
さ
れ
る

制
度
で
す
。
１
口
５
０
０
円
か
ら
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
１
人
３
口
ま

で
加
入
可
）。

　

ま
た
、
９
月
は
交
通
災
害
共
済
の
切

り
替
え
月
で
す
。
現
在
加
入
し
て
い
て
、

引
き
続
き
加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
継

続
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

加
入
資
格　

　

�

①
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
（
町
外
に

住
ん
で
い
る
学
生
も
、
家
族
が
芦
屋

町
に
住
ん
で
い
れ
ば
申
し
込
め
ま
す
）

　

�

②
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
人
（
北
九

州
市
、
中
間
市
、
行
橋
市
、
水
巻
町
、

岡
垣
町
、
遠
賀
町
、
苅
田
町
、
み
や

こ
町
に
住
民
票
が
あ
る
人
は
、
住
所

地
の
市
役
所
、
町
役
場
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
）

▽�

加
入
手
続
き　
９
月
上
旬
か
ら
、
各

お
知
ら
せ

広報あしや　2026.9 ㉒

障害年金を知っていますか
　障がいのある人が次の３つの要件を全て満たしている場合は、国民年金・厚生年金保険の障害基礎
年金や障害厚生年金を受けることができます。

▽年金が受けられる要件
①�年金制度加入中に初診日（障がいの原因となった病気やけがについて、初めて医師の診察を受けた

日）があること
※�初診日が 20 歳前または 60 歳～ 65 歳の年金未加入期間中の人は障害基礎年金の対象になります。
②一定の障がいの状態にあること
※�障害者手帳の交付を受けていても障がいの状態によっては障害年金は受けられないことがあります。
③�次のいずれかの保険料納付要件を満たしていること
※ 20 歳以前に初診日がある場合は納付要件はありません。
　・�初診日の前々月までの保険料納付済期間、免除期間の合計が加入期間の 2/3 以上であること
　・�初診日の前々月までの 1 年間のうちに保険料の未納がないこと

▽ �手続き　障害年金を受けるには、本人または家族による請求手続きが必要です。

▽ �問い合わせ　保険年金係（☎２２３‐３５３２）

みんなの ね・ん・き・ん



自
治
区
で
新
規
加
入
・
継
続
加
入
手

続
き
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
申
し
込

み
方
法
な
ど
は
各
自
治
区
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
治
区

に
未
加
入
の
人
は
、
９
月
１
日
火
か

ら
、
役
場
住
民
係
で
申
し
込
み
を
行

い
ま
す
。
加
入
を
希
望
す
る
口
数
の

掛
金
を
持
参
の
う
え
、
申
し
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

交
通
災
害
共
済
は
今
回
の
新
規
加
入
・

継
続
加
入
を
最
後
に
終
了
と
な
り
ま

す
。
令
和
９
年
度
以
降
は
新
規
加
入
や

継
続
加
入
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
が
、
共
済
期
間
（
10
月
か
ら
令

和
９
年
９
月
ま
で
）
に
発
生
し
た
交
通

事
故
に
よ
る
け
が
に
対
し
て
は
、
共
済

金
の
支
給
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

中
央
公
民
館
講
座

治
る
が
ん
と
治
ら
な
い
が
ん

　

が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。
治
る
が
ん
と
治
り
に
く
い
が

ん
の
違
い
な
ど
、
が
ん
と
の
つ
き
合
い

方
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
ま

た
、
講
座
の
前
後
30
分
の
時
間
を
利
用

し
て
、
保
健
師
に
よ
る
血
圧
・
体
脂
肪

測
定
や
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

９
月
16
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
３
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　

小
野
村
健
太
郎
さ
ん(

お
の

む
ら
医
院
院
長)

▽
定
員　
70
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
８
月
26
日
水
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
、

電
話
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
ま

た
は
中
央
公
民
館
窓
口
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
歴
史
の
里

八
朔
の
節
句
パ
ネ
ル
展

　
「
芦
屋
の
八は
っ
さ
く朔
行
事
」
は
、
国
選
択
無

形
民
俗
文
化
財
で
す
。
芦
屋
町
の
伝
統
行

事
で
あ
る
八
朔
の
節
句
を
パ
ネ
ル
で
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
わ
ら
馬
や
だ
ご

び
ー
な
の
前
で
写
真
撮
影
も
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　

９
月
1
日
火
～
27
日
日
・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、
月
曜

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
が
休
館
で
す
。

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
歴
史
の
里

▽�

入
館
料　
18
歳
以
上
２
０
０
円
、
小
・

中
・
高
校
生
１
０
０
円

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
粘
土
で
だ
ご
び
ー
な
づ
く
り
」

▽�

と
き　

９
月
13
日
日
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▽
定
員　
６
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
９
月
１
日
火
～
６
日
日
の

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
に
芦
屋
歴

史
の
里
（
☎
２
２
2
‐
２
５
５
５
）
へ

八は
っ
さ
く朔
特
別
呈
茶

　
大
茶
室
で
特
別
呈
茶
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
八
朔
の
わ
ら
馬
を
、
立り
ゅ
う
れ
い礼
席
に
展

示
し
ま
す
。

▽�

と
き　

９
月
12
日
土
・
13
日
日
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
受
け
付
け

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
18
歳
以
上
9
０
０
円
、小・中・

高
校
生
5
０
０
円
（
入
館
料
と
お
茶

代
）、未
就
学
児
4
０
０
円
（
お
茶
代
）

▽�

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

屋
外
広
告
物
を
掲
示
す
る
に
は

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

◆�

９
月
１
日
火
～
10
日
木
は
屋
外
広
告

物
適
正
化
旬
間
で
す

〇
屋
外
広
告
物
と
は

　
「
常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て

屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
」
で
、

は
り
紙
、
は
り
札
、
広
告
旗
、
立
看
板
、

広
告
板
、
広
告
塔
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
を

い
い
ま
す
。

〇�

屋
外
広
告
物
を
掲
示
し
て
は

　
い
け
な
い
物
件

　

街
路
樹
、
道
路
標

識
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

郵
便
ポ
ス
ト
な
ど

〇�

許
可
申
請

　
屋
外
広
告
物
を
町
内
に
掲
示
す
る
と
き

は
、原
則
と
し
て
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

〇�

安
全
管
理

　

屋
外
広
告
物
の
管
理
者
な
ど
に
は
、

広
告
物
の
安
全
管
理
義
務
が
あ
り
ま
す
。

特
に
台
風
の
時
期
は
点
検
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
企
画
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
０
）

訂
正
の
お
わ
び

　
広
報
あ
し
や
８
月
号
に
掲
載
し
た
後
、

町
職
員
採
用
人
数
を
見
直
し
ま
し
た
の

で
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
次
の
と

お
り
で
す
。

●�

芦
屋
町
職
員
募
集

◆
一
般
事
務
職　
採
用
予
定
人
数

【
見
直
し
前
】
３
人
程
度

【
見
直
し
後
】
6
人
程
度

▽�

問
い
合
わ
せ　
人
事
係
（
☎
２
2
３

‐
３
５
７
４
）

広報あしや　2026.9㉓ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp
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９月 10日木～ 16日水は自殺予防週間です
～ひとりで悩んでいませんか～

▷問い合わせ　障がい者・生活支援係（☎２２３‐３５３０）

相談窓口の案内
悩みを抱えたときは、一人で抱え込まず、相談してください。
相談は「弱さ」ではなく、生きるための大切な行動です。

【電話】
▷��ふくおか自殺予防ホットライン　☎０９２‐５９２‐０７８３　（24時間３６５日対応）
▷福岡いのちの電話　　　　　　　☎０９２‐７４１‐４３４３　（24時間３６５日対応）
▷北九州いのちの電話　　　　　　☎６５３‐４３４３　（24時間３６５日対応）

※�そのほかさまざまな相談窓口は、
２次元コードからまとめて見るこ
とができます。

▷まもろうよこころホームページ

【ＳＮＳ】

▽ �きもちよりそうライン＠ふくおかけん
LINE ID：@469xxbam

自分で感じる症状 周囲がわかる変化
 □憂うつ  ●表情が暗く、元気がない、涙もろい
 □気分が落ち込む  ●体調不良の訴えが多い
 □何にも興味がもてない
　 何をするにもおっくう

 ●周囲との交流を避けるようになる
 ●遅刻、早退、欠勤（欠席）が増加する

 □物事を悪いほうに考える  ●落ち着きがない
 □よく眠れていない　　など  ●飲酒量が増える　　など

　■�ストレスが強すぎたり、抑うつ状態が長く続いていたりすると、自分から「助けて」と声を上
げることができない場合があります。

　皆さんは、日本の自殺の現状を知っていますか。
　SNSの発達により、自殺報道を目にする機会が多く、自殺者数は増加しているように思われます
が、令和７年の自殺者数は１万 9188 人と初めて２万人を下回り過去最少となりました。
　しかし、その一方で、小中高生の自殺者数は５３８人で過去最多となりました。
　その背景には、学校でのいじめや家庭問題、健康問題などさまざまな原因があります。
　自殺予防週間は、悩みを抱える人が一人で苦しまないために、社会全体で支え合うことを考える
期間です。 身近な人の小さな変化に気づき、声をかけることが、いのちを守る大きな力になります。

【私たちにできること】
・身近な変化に気づく
  �いつもより元気がない、眠れないと言っている、急に連絡が減ったなど、ささいな変化がサイン
になることがあります。

・話を聴く姿勢を大切にする 
  �まずは否定せずに耳を傾けることが、安心につながります。
・相談先につなぐ 
  �電話や SNSなど、さまざまな相談窓口があります。「一緒に探してみ
ようか」という声かけが支えになります。

広報あしや　2026.9
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安
長
寺
と
空く
う
や
し
ょ
う
に
ん

也
上
人
①

　
芦
屋
歴
史
の
里
で
は
、10
月
９
日
金
か

ら
令
和
９
年
１
月
11
日
月
ま
で
、特
別
展

「
芦
屋
の
空
也
上
人
―
時
宗
安
長
寺
の
世

界
―
」
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
に
あ
わ

せ
、今
回
か
ら
全
５
回
で
安
長
寺
と
空
也

上
人
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
初
回
は
、

「
時
宗
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〇
鎌
倉
時
代
に
興お
こ
っ
た
新
し
い
宗
派

　

平
安
時
代
末
期
頃
か
ら
鎌
倉
時
代
に

か
け
て
、武
士
や
農
民
な
ど
一
般
の
人
々

に
も
わ
か
り
や
す
く
教
義
を
伝
え
る
仏

教
が
新
た
に
興
り
ま
し
た
。法ほ
う
ね
ん然
の
浄
土

宗
、
親し
ん
ら
ん鸞
の
浄
土
真
宗
、
一い
っ
ぺ
ん遍
の
時
宗
、

日に
ち
れ
ん蓮
の
法ほ
っ
け
し
ゅ
う

華
宗
、
栄え
い
さ
い西
の
臨り
ん
ざ
い
し
ゅ
う

済
宗
、
道ど
う
げ
ん元

の
曹そ
う
と
う
し
ゅ
う

洞
宗
の
６
つ
の
宗
派
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
平
安
時
代
ま
で
の
仏
教
は
、主
に

貴
族
な
ど
の
身
分
の
高
い
人
の
た
め
の

も
の
で
、
教
義
も
難
し
い
も
の
で
し
た

が
、こ
れ
ら
の
宗
派
は
念
仏
を
唱
え
る
な

ど
わ
か
り
や
す
く
、実
践
し
や
す
い
方
法

で
信
仰
で
き
る
た
め
、幅
広
い
層
か
ら
支

持
を
集
め
て
い
き
ま
し
た
。

〇
時
宗
と
は

　
時
宗
と
は
、一
遍
上
人
（
1
2
3
9
～

1
2
8
9
）を
開
祖
と
す
る
浄
土
教
の
宗

派
の
一
つ
で
す
。
本
山
は
清し
ょ
う
じ
ょ
う
こ
う
じ

浄
光
寺（
通

称
遊ゆ
ぎ
ょ
う
じ

行
寺
・
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
で
す
。

も
と
も
と
は
「
時じ
し
ゅ
う衆
」
と
い
い
、一
遍
上

人
は
、と
も
に
遊
行
を
行
っ
た
僧
た
ち
を

「
時
衆
」と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
の
ち
に
、

一
遍
上
人
の
教
え
を
信
仰
す
る
人
々
の

こ
と
を
時
衆
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、教
団

の
名
前
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
「
時
衆
」

か
ら
「
時
宗
」
へ
代
わ
り
、宗
派
の
名
前

と
し
て
確
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

江
戸
時
代
よ
り
前
は
「
時
衆
」、
江
戸
時

代
以
降
は
「
時
宗
」
と
分
け
て
呼
び
ま

す
。

〇
時
宗
の
教
え
と
そ
の
特
徴

　
時
宗
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
唱
え

れ
ば
、
信
仰
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
皆

救
わ
れ
る
と
い
う
教
え
を
説
き
ま
す
。時

宗
の
中
で
特
徴
的
な
も
の
に
「
遊
行
」
と

「
踊
り
念
仏
」、そ
し
て
「
賦ふ
さ
ん算
」
が
あ
り

ま
す
。「
遊
行
」
は
諸
国
を
巡
り
、
布
教

や
修
行
を
行
う
こ
と
で
す
。「
踊
り
念
仏
」

は
一
遍
上
人
が
始
め
た
も
の
で
、鉦か
ね
や
太

鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、南
無
阿
弥
陀
仏
を
唱

え
な
が
ら
踊
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、「
賦

算
」
と
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
か
か

れ
た
念
仏
札
を
配
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

時
衆
は
、踊
り
念
仏
を
踊
り
な
が
ら
賦
算

を
行
い
、全
国
を
遊
行
す
る
こ
と
で
そ
の

教
え
を
広
め
て
い
っ
た
の
で
す
。こ
の
た

め
、
時
宗
の
こ
と
を
遊
行
宗
、
一
遍
上
人

の
こ
と
を
遊
行
上
人
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

一
遍
上
人
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
を
継

い
だ
弟
子
の
真
し
ん
き
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

教
上
人
は
、遊
行
に
加
え

各
地
に
道
場
（
寺
）
を
建
立
し
、拠
点
を

作
る
こ
と
で
教
団
を
発
展
さ
せ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、時
衆
は
全
国
を
遊

行
し
な
が
ら
修
行
す
る
も
の
と
、道
場
を

拠
点
と
し
て
修
行
を
す
る
も
の
の
２
種

類
の
僧
た
ち
に
よ
っ
て
、そ
の
教
え
を
広

め
て
い
き
ま
し
た
。

　
次
回
は
、芦
屋
町
の
時
宗
の
お
寺
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
六
十
四

編
集
後
記

▼
ま
ち
の
わ
だ
い
に
掲
載
し
て
い
る

祇
園
山
笠
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

山
笠
は
、
公
民
館
な
ど
の
休
憩
所
で

飲
み
物
な
ど
を
準
備
し
て
く
れ
る
人

や
、
沿
道
か
ら
声
援
を
送
る
人
な
ど
、

多
く
の
地
域
住
民
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
気
候
の
影
響
で
、
地
域
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な
っ
て
い
く
昨

今
で
す
が
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
伝
統
行
事

は
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
ほ
し
い
な

と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
伊
藤
）

▼
今
年
の
あ
し
や
花
火
大
会
は
写
真

撮
影
の
た
め
、
い
つ
も
と
違
う
場
所

か
ら
見
ま
し
た
。
初
め
て
花
火
の
撮

影
を
行
い
ま
し
た
が
、
カ
メ
ラ
の
設

定
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
町
中

に
も
行
き
、取
材
を
行
い
ま
し
た
。
暑

い
中
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
山
城
）

▼
今
年
も
あ
し
や
砂
像
展
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
時
空
を

超
え
て
～
世
界
を
め
ぐ
る
旅
～
砂
で

つ
く
る
サ
ッ
カ
ー
王
国
と
な
っ
て
い

ま
す
。
砂
像
を
と
お
し
て
世
界
旅
行

を
体
感
し
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
町

内
居
住
者
限
定
で
町
公
式
L
I
N
E

を
友
だ
ち
登
録
し
た
人
に
砂
像
展
の

招
待
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
今
号
の
裏
表
紙
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

�

（
篠
塚
）

△一遍上人（芦屋歴史の里蔵）

広報あしや　2026.9 芦屋町公式ＬＩＮＥ
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崎
さきしろ

代 弦
げ ん の す け

之介ちゃん
（山鹿）
令和６年
９月 24 日生まれ

弦之介が生まれてきて
から家族の絆が深まり
ました♪これからもお
姉ちゃん 2 人と沢山
笑って楽しいことしよ
うね♡

HappyBirthdayHappyBirthday9月
芦
屋
町
公
式
S
N
S

■ Facebook ■ Instagram■ LINE

あしや砂像展2026
　町を代表する一大イベント「あしや砂像展 2026」を開催します。
海外の砂像彫刻家を招き、見応えのある砂像を多数展示する予定で
す。また、イベントの数や内容も充実させ、魅力的な砂像展を届け
ます。皆さんの来場をお待ちしています。

▽とき　10 月 23 日金～ 11 月 8 日日・午前 10 時～午後９時
　（入場は午後８時 30 分まで）

▽ところ　レジャープールアクアシアン内特設会場

▽ �入場料　【当日料金】大人：8 ００円、65 歳以上：7 ００円、
　障がい者：6 ００円、小中学生 4 ００円、未就学児：無料

今年のテーマ　時空を超えて～世界をめぐる旅～　砂でつくるサッカー王国

町内居住者限定！お得な招待券プレゼント！


